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　９　໻生࣌代の޻๪
武末　純一

　　（１）はじめに

　ここでは弥生時代の九州の石器および青銅器工房を中心に、展開様相を時期͝とに見ていく。石器

の生産体制が、青銅器の生産体制にも受け継がれたとみられるからである。

　　（２）石器工房

　福岡県糸島市曲り田遺跡では弥生時代早期の石้丁ະ成品は 15 点中 7 点で、一つの住居に集中せ

ず、石้丁の穿孔具とともに調査区域に散在する。しかも、穿孔具とະ成品が共伴する竪穴住居は無

いから、ここの早期の石้丁は集落全体でつくるࣗࣗڅ足的生産で、ઐ業的生産区域は無い。この時

期のະ成品率はどこも 50ˋ前後で(1)、前期初頭には 20ˋ前後になる。

　次の定点は北九州市香月集落(2)で、中期前半の石器製作住居 ( 辻田西 ) − 25) が遠賀川下流ӈ؛の

点集落内にあらわれる。この住居では石器製作用のᏏ打器や砥石とともに、扁平片刃石斧のະ成品ڌ

2 点、石้丁ະ成品 3 点、ຏ製石鏃ະ成品 19 点、石ፂະ成品 5 点、石剣ະ成品 5 点が使用欠損のଠ

型ൎ刃石斧 2 点とともに出て、石器をつくる際の大量の石۵が炉の東側に散乱する。石器は打྾段

階から仕上げの研ຏ・穿孔まで各段階がみられ、ڌ点集落の中での石器製作工人集ஂの設定を示す。

　重要なのは、同時に香月集落と隣接する別の丘陵に、門田遺跡が出現する点である。ここは中期初

頭〜前半代の円形竪穴住居 3 ౩には作業台石がਾえられて、大小の砥石や多量の石۵、石器製作用

具とともに石้丁・ຏ製石鏃・ຏ製石剣・石ፂなど、凝灰質粘板岩などの石材でつくった石器が出た。

これらはほとんどがະ成品で、石้丁は 22 点中の 3 点だけに使用痕がある。北側の丘陵にあり、日

当りはѱいが、南側の数ඦ m には石器石材の露頭があり、容қに࠾集できる。4 号住居はՐࡂで石

器製作の状況をそのまま残すが、土器は破片数点だけで、೶村の様相とは異なる。住居はいずれも径

４m 台と小型で、೶村にみられる袋状のஷ蔵穴もなく、石器製作を引き受けた฼集ஂ ( 香月集落 ) が

生み出した石器ઐ業製作集ஂである。こうした製作集ஂを設定するシスςϜが金ଐ器の生産体制にも

受けつがれたのである。なお、福岡県൧塚市立岩遺跡では、方 600m の丘陵内にこうした製作集ஂ

が 13 も密集した。

　　（３）青銅器工房

　青銅器工房の࢟は中期前半に明確になる。吉野ϲཬ遺跡では南端近くの平面長６mʷ 幅 1.2m の中

期初頭〜前半の溝状土坑 ( 田手二本黒木地区第 154 調査区 4,04) から鋳造溶解滓 ( ʁ ) や鋳型片、青

4_103-118.indd   13 12/04/10   20:23



− 116 −

銅片、高純度のऎ片、青銅環頭付鉄౛子やノϛ状鉄製工具、炉跡の一部とみられる粘土、多量の焼土・

灰・୸化木などが出て、付近からはٖ無文土器片や銅矛の中子片も出た。これらはഇغされた状態で、

鋳造遺構そのものではないが、ڌ点集落の一角に設定された青銅器工房の࢟を暗示する。他の地区に

は関連遺物は出ず、小規模な生産である。

　熊本市八ノ坪遺跡は当時の熊本平野のւ؛に面した遺跡で、青銅器工房は前期前半に最初に出現し

たＡ地区ではなく、中期初頭に現れた小さくて B 地区に見られる。ここは中期初頭から前半にٖ無

文土器が集中して、小銅୘や細形の銅矛・銅ፂ・銅剣などの鋳型 5 点と送風管や銅滓、銅バリ（湯

口部）、銅滓が付着した土器や高Թを受けた土器片も出た。鋳造関連遺構(3)は、,%1 − 3 〜 5 グリッ

ドに集中する。鋳型や送風管などもその周辺で出て、ここが中期初頭〜前半の青銅器鋳造工房域であっ

た。

　このように中期前半までの青銅器工房は小規模で、無文土器人集ஂが定着しても青銅器生産はすぐ

には始まらない。朝鮮半島の故地との交流回࿏の設定の中で、朝鮮半島でも極めて限定された場所に

居住した青銅器工人集ஂ(4)を、ڌ点集落にはじめて導入できたといえる。

　弥生時代の後半期 ( 中期後半〜後期 ) になるとڌ点集落の中での青銅器製作工人集ஂの場、つまり

青銅器工房の全体૾がより明確になるとともに大規模になる。

　佐賀県鳥੘市安永田遺跡では中期末に、おそらく環溝となる 2 号溝の内側の一角に、青銅合金の

溶解炉跡があり、それをとり囲む住居跡やࡇ᛾土ᆮからは、福田型銅୘や中広形銅矛の鋳型片、送風

管が出土した。つまり、この住居群には青銅器を鋳造した人々が居住し、その内側の広場には炉が設

けられて、青銅器を鋳造する際には特घな土器 ( ත形土器など ) ᛾が行なわれた。ただし、この工ࡇ

房域の広さは 1
500 ㎡ほどで、区画する施設もなく、調査面積全体に対する鋳型の数は 500 ㎡に 1

点で、大々的な生産とまでは言えない。

　こうしたあり方と比較した時、鋳型が 100 ㎡に 1 点出る須玖遺跡の青銅器工房がいかにܻ外れで

あるか認ࣝされる。永田Ａ地区では工房を区画する平面長方形の周溝も明らかで、この周溝は最低で

も 2
000 ㎡を௒え、安永田よりも大きい。しかも、坂本、黒田、あるいはະ஌の工房も予想されるから、

石器工房が一つの集落に密集した立岩遺跡のあり方をኲኵとさせる。

　　（４）朝鮮半島の青銅器製作関連資料

　朝鮮半島の青銅器工房はまだ全く不明である。先端を曲げた送風管はあり(5)、やはり坩堝／取瓶に

上方から送風したとみられる。また、草本類を心にして縄でଋねて粘土を巻く鉄器製作用の送風管は、

ঘ南道ᔘ川市ᯮ島遺跡で出たܚ ( ཥ 2006)。೉೾༸三は、近ـ地域では粘土を巻き付けた棒を引き抜

いてから曲げる点に、九州地域の草本類をଋねて曲げてから粘土を巻き付ける送風管との差異をみて

おり ( ೉೾ 2009)、九州の送風管が朝鮮半島に近いといえよう。日本の青銅器の材料は、調合済みの

インΰッドのほかに、吉野ケཬのऎ塊や久ཬ大ໂ田遺跡のԖ矛などから見て、各原料の調合が考えら
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れている。筆者はその他に、ؖ国ܚ山市林堂洞 208―2 番地遺跡の 3 世紀の住居跡から出た 1 世紀頃

の銅剣付ଐ具 ( ᜎほか 2008) や、ಸ良県脇本遺跡のঙ内式期の住居から出た 1 世紀頃の青銅鞘金具

破片などからみて、青銅器スクラップ原料もあったと考えている。

　註１　ະ成品率が 50ˋ前後にもなるのは、石้丁の導入期で、製作技術のशख़度が低かったためであろう。
　　２　香月、അ場山、辻田、辻田西、原の各地区からなる。
　　３　周溝をもつ中期前半の掘立ப建物 (49119) や、୸がޓ層状に堆積し上方から銅バリ ( 湯口部 ) が出た中期初
　　　頭〜前半の土坑 (4,086)、銅滓が出た中期初頭の土坑 (4,091)、小銅୘鋳型が出た 4,171( 中期前半 ) がある。
　　４　ؖ国では今、大規模開発に伴う調査が盛んだが、これだけ掘っても青銅器工房はະ発見である。
　　５　ؖ国のـژ道加平߲ࠫཬ遺跡出土資料を実見したことがある。
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